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その道しか…（ヨハネ18:1-11）
人は自分の身に危険が及んだと感じたときには、どうしてでもその危険を避けようと、守ろうと本能的に動くようになります。危機に直面したときは、わらにでもすがろうとするのが普通だと思います。しかし、そのような目で見ると、今日のイエス様がとられた行動は中々、理解に苦しむものではないでしょうか。

弟子たちの立場から見たときに、イエス様が兵隊とパリサイ人から送られた部下たちに逮捕されることになります。そこで、ペテロが「それはありえません。そんなことは許しません」ということで、イエス様を守るために剣を抜いて、そこのひとりの耳を切り落としました。そこでペテロが体を張って頑張っていたのです。そのときにイエス様が「ありがとう、助かったよ」とおっしゃらないで「剣を収めなさい」と言います。他の聖書を見ますと、剣を使うものは剣によって滅びるとおっしゃいながら、「父がわたしに下さった杯を、どうして飲まずにいられよう」とおっしゃって、そのまま何の抵抗などされずに逮捕されて行くようになりました。弟子たちには、これが中々、理解できません。私たちはこの聖書の内容をすでに分かっているので、そうされたのかと簡単に思うかもしれませんが、今まで弟子たちはイエス様と行動をともにしながら、イエス様が奇跡をなさること、また、人間にはない神様にしかできない力を今まで見てきました。それなのになぜ、あのように逮捕され、ものすごく無力な状態であのようになってしまうのかと疑問に思うしかないでしょう。実際に逮捕された後、弟子たちはみな逃げて散っていきました。

また、今日のこの聖書箇所にはないですが、他の箇所を見ると、イエス様はこのようにもおっしゃいました。今、私が12軍団を超える天の軍勢を呼ぼうとして、それができないと思うのか。今、すぐにでも天の軍勢を呼んで、今の状況などは簡単にひっくり返すことができるのだ。あなたがたはそういうことを知らないのかともおっしゃいました。それにもかかわらず、そのような力、能力、権限などを一切使わずに、逮捕の道を選んでいきました。それから、その切り落とされた耳はまた取って正常に元に戻しました。これが中々、理解できない部分です。なぜイエス様はやろうとすれば、その危機の場面で危険な状況を十分にひっくり返して、それを変えることができるはずなのにそうされなかったのか。これから苦難と苦しみの道になるのに、そのまま逮捕されて行かれたのかと質問しなければいけません。それを正しく理解するためには、まず私たちがクリスチャンとして、信者として今、この地球に起こっている問題、人生の様々な問題がいったい何なのか。どこに本当の問題があるのか。ということを正しく理解するところからスタートします。今も世界中で紛争が絶えません。その悲惨な状況や悲劇などは、語りつくすことができないでしょう。
それから、別に悪いことをしたわけでもないのに、災害などによる災いが絶えない状況です。それは昨日、今日のお話しではないでしょう。昔から、ずっと繰り返しているものです。これからもこれは変わらないままずっと続くようになるでしょう。地球のレベルです。そして、ひとりひとり個人を見ていてもどうにもならない悩み事を抱えて、みな苦しんでいるということが正気な告白ではないでしょうか。様々な個人的な悩みを抱えて、みな苦しんでいます。これに対して、社会から、この世からはいろいろな声が出ていますが、クリスチャンとして信者の私たちはどこに原因があるのか。これは一体どのような、問題なのか本当のことを正しく見ていかなければなりません。それを常に自分自身の内側から確認していないといけません。なぜなのでしょうか。なぜこのような大変な問題、悩み事、災害、紛争などが絶えないまま、ずっと続いているのでしょうか。どこに原因があるのでしょうか。クリスチャンはこのように答えます。それは人をおつくりになりましたまことの創造の神様を裏切り、神を離れてしま宝こうなってしまいました。本当に皆さん、今、世界を見て、また、自分の人生を省みて、皆さんの身の周りの様々な人間模様を見ながら、そのように見ていらっしゃるのでしょうか。そこが一番、大切なポイントです。問題の原因は、人々が言っているようなところではなく、まことの神様と一緒でないから、その神から切り離されているから、今、このような状況です。これがクリスチャンの味方です。

そして、そのように神様から離れて神を失ってしまった理由が何かと言うと、聖書にはこう書いてあります。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。それが罪を犯した結果である。これが問題です。この罪は解決の方法がありません。そして、もっと大変なのは、この罪を利用し、罪あるところに世の神と言われている偽物の神、悪魔、サタンというものすごく恐ろしいものが、罪を口実に人々を、人生を、この空中を捕えて支配しています。それが今の地球の問題の理由であり、ひとりひとり個人の様々な不幸や悩み事の本当の理由であり原因です。言葉を変えますと、問題の解決ということは、今、申し上げました本当の理由、原因、ここをどうにか解決しない限りは解決にはならないという話です。クリスチャンはニュースを見ながら、また、自分の人生を振り返って、今現在、皆さんの身の回りに起きている様々なことを見ながら、このような見方をしなければなりません。これを常に確認しないといけません。コメンテーターは、また学校ではいろいろなことを話しています。それは参考にすぎないものであって、聖書にはそのように教えられていません。神様はそのようにおっしゃっていません。
神を離れているからです。地球が助かるためには、神様と一緒にならないといけない。ひとりひとりの人生が悩みの人生から助かって、ハッピーな幸せな人生になるためには、罪をきよめられ罪を解決して、悪魔、サタンの手から解放されない限りは期待できないとおっしゃっています。これが本当の問題であり、本当の理由なので、そういうわけで人々が幸せになろうとして、どうにかしようとして様々な面において努力をします。しかし、努力をして報われるときもあるのですが、実際的に精神的には荒れ果てた状態になるしかありません。努力をすればするほど人々は心の中からは虚しくなるし、精神的には荒れた状態になるのです。なぜでしょうか。努力そのものは悪くありませんが、努力が先ほど申し上げました法ン等の問題にはこれっぽっちもかなわないのです。その位置関係をクリスチャンはいつも見つめていないといけません。経済的に豊かに裕福になったとしても、その経済が人生を幸せにして成功へと導くかというとそうではありません。経済的に豊かになればなるほど、裏返しますと人生は必ずどん底に陥って失敗に終わるのです。なぜでしょうか。経済では、先ほど申し上げました地球の、人生の本当の問題には一切かなわないのです。このような問題が地球の問題です。それが悩み事を抱えてさまよい苦しんでいるひとりひとりが抱えている本当の問題です。そのようなことを実際的に、またできれば細かく具体的に確認をすればするほど得します。

また、文明、科学、技術、様々な面において発展を遂げたにも関わらず、副作用と言うものがそれをはるかに上回ります。いつの時代もそうです。なぜでしょうか。発展というものが、先ほど申し上げました神様を離れてしまった地球と人生の本当の問題にはかなわないのです。そのような問題を地球は抱えて動いています。ひとりひとりの人生もそのような問題を抱えて歩いています。そういうことで、クリスチャンはこのことを知っています。ひとりひとりの人生が本当に幸せになり、地球が助かるための方法は根本的に問題を解決しない限りは希望はありません。皆、表面ばかりタッチしているだけです。根本の根っこの方を変えないといけません。それが何でしょうか。神を失ったので神様と出会って神様と一緒にならないと希望はありません。そのためにはまず罪が完璧にきよめられて、罪の問題を解決し、罪を通して人を捕え地球を捕えていた悪魔の力が打ち砕かれて、その悪魔に勝利することが解決です。それが必要です。皆さんは世界中の紛争のことを、毎日のニュースを通して耳にしているでしょう。またニュースを通していろいろな犯罪や事件などを耳にしています。災害のニュースも私たちは耳にしています。いろいろなことがあります。そのようなときに、それを見るたびに「なるほど、本当の問題は神を離れているからなのだ。だから、神様と一緒にならないといけないのだね」となる。それがジレンマです。悪魔のしわざが打ち壊されない限りはいけない。罪が許されることでなければいけない。そういうことを常に見ていないといけません。これがクリスチャンです。同じ事件、ニュースを見ていても、見方がまったく違うでしょう。本当の問題が何かわかっている存在はクリスチャン以外は世に存在しません。だから、皆さんがその権限、特権、特徴などを見捨てて、軽くしてはいけません。いつでもデリケートにそれを生かしていないといけません。

そうすると、このような結論にたどり着くようになります。どうにもならない。どうすれいいのか。経済も発展も宗教も努力もだめだったら、どうすればいいのか。そこで一つまず絶望の壁にぶつかると言うことが、正しい見方であり、正しい反応です。そこでクリスチャンはこの神の御声が聞こえてきます。なるほど。だから、私たち人間を無条件愛される全能なるまことの神様にのみできることなのだ。神様にのみその方法、その解決があるのだ。正しい見方を持っていれば、地球の問題と人生の問題に対して本当のことが分かって正しい見方を持っていれば、必ずここにたどりつくようになります。世の中には素晴らしいものがたくさんあります。必要なものもいっぱいあります。立派なことなどたくさんあります。しかし、それではかないません。問題が問題なので。神様にしかできないのではないのか。そして、神様はそれをだれよりご存知の神様でありますので、最初からそれをおっしゃいました。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。そのときにかかとに噛みつかれるようになる。神様にしかできないのですが、簡単に申し上げると、神様がそのためにキリストを送ることを約束されました。キリストは神を離れてしまった私たちが神様と一緒になる唯一の道です。そのために罪を完璧にきよめられて、罪を通して人を支配していた悪魔、サタン、暗やみの勢力を完全に打ち砕いて勝利できる方という意味です。先ほど申し上げましたように、根本的に人生の問題の解決をしない限りは希望がありませんが、キリストがその根本的に問題を解決することができる方という意味です。神様は人の方からは希望がないとご存知なので、みなが罪人ですから、それで最初からキリストを約束されました。このキリストをとおしてどうにもならない、何ものでもかなわない人の根本的な問題、罪の問題、霊的な問題を解決するようにするとおっしゃいました。これを福音と言います。喜びの知らせと言います。真っ暗な絶望の壁に一度ぶつかりましたが、そこで初めて聞こえてくるものなのです。絶望の壁にぶつからない限りは聞こえません。だから、人生を生きていく中で、ひとりひとり限界にぶつかり絶望を感じるということは悪いことではありません。悪い人間でもありません。神様が知恵のあるものを大人には隠していて、子どものような愚かなものに福音の素晴らしいお知らせを教えてくださったことを感謝しますとイエス様がそのようにお祈りをされました。そうすると、聞こえてきます。神様にしかできない。神様、どうされますか。神様はどのようにこれを解決するのでしょうか。地球の問題と自分の人生の悩み事、自分のひとりひとり人生の苦しみを神様はどうしますか。キリストをとおして解決します。キリストしかありません。しかも、キリストが罪人である私たちの身代わりとして代わりに死ぬこと、それを贖い（あがない）と言います。贖いの死によってのみこれは解決できると神様はおっしゃいました。そのお知らせが何かというと、かかとに噛みついて血を流すというサインでした。そのとおりに、地球と人生の問題が何か本当に正しく分かったならば、キリストとキリストが贖いの死によって血を流し苦しめられること以外には道がありません。方法がないという結論にたどり着くようになります。

今、地球は病んでいます。世界中は荒れ果てています。ひとりひとりの人生も形が格好が表面がどうなのか関係なく、みな荒れ果てている状態です。聖書はこのように言っています。自分の罪過と罪との中に死んでいたものであって、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、空中の権威を持つ支配者に操られて、世の風習に従って生きているものです。だから、結果、残るのは滅びることとしか何もなく、地獄が待っている存在だと宣言しています。そのような地球と人生に対しての解決の方法は、ただキリストが来られるのではありません。贖いの死を遂げることです。身代わりとして血を流して死なれることです。キリストが、罪のない神様ご自身が、それしか方法がないほど地球の問題は深刻で、ひとりひとりが抱えている人生の問題はどうにもならない深刻な問題です。クリスチャンはこれが分かるようになったものであり、これによってキリストを答えとし握る存在がクリスチャンです。何が何でも、だれが何と言おうがキリストが贖いの死を遂げること以外には道がありません。だから、キリストが贖いの死に預かるこの道は避けられません。その道しかないので。避けることができません。どんな理由があろうが、この道を行くしかありません。なぜでしょうか。私たちが罪を許されて幸せになり、滅びる地球が助かるための方法がそれしかないのです。神様はその杯を用意されました。
なぜ杯と言っているのかというと、このときの杯というのは死を意味します。昔、日本でもあったか分かりませんが、韓国では反逆の罪を犯したりした人への死刑の一つの方法が、毒薬が入っている薬みたいなものを出すのです。「具合が悪いので栄養のためにいいですよ」と言われるのですが、それを貰った人は「ああ。これで最後なのか」と分かります。たぶん、これと同じ感じで杯という表現があると思います。それは避けることができません。キリストならば。キリストならば避けられません。キリストでなければその杯と関係ないし、たとえそれを避けたとしても何の意味もないものでしょう。キリストだからこそ、避けられない道があるのです。父が私に与えられたこの杯を避けることができるかとおっしゃった意味はそのような意味です。

ここまで私たちが理解すると、イエス様がとられた行動、おっしゃった言葉、弟子たちはどうしても理解できなかったおかしな不思議な行動、それが理解できるようになります。最初に戻って、イエス様は弟子たちは今ものすごくモヤモヤして、今イエス様はなにをしているのかと思っています。剣で耳を切り落として、「イエス様、もうこの場を避けましょう。また準備しましょう」などいろいろな思いがあったと思います。もう目の前にイエス様の勝利が待っていると信じ込んでいたのですから。そんな弟子達から見たら、何も使わずに抵抗もせず逮捕されて行く、素直に逮捕されて行くということは理解できません。「何をやっているのですか」です。もう一度、今の私たちがそのような質問をしなければいけないと思います。なぜイエス様は逮捕の道を素直に歩いて行ったのでしょうか。避けることが十分、できたはずなのに。そのような力も能力も何もかもすべて持っていらっしゃる方なのに、なぜイエス様は避けずに、逆に切り落とされた耳を元に戻してまで、剣を収めなさいとおっしゃりながらイエス様は逮捕されて行かれたのでしょうか。今までのお話を聞きますと理由は一つしかありません。イエス様は神様が約束された唯一の希望であるそのキリスト、その方だったからです。もしイエス様がキリストでなければ、自分の持っている力を十分に使って、身の危険を避け逃げることもできるし、相手を全部つぶすこともできるし何でもできる方です。でも、そのようにしないでイエス様は「剣を収めなさい」と耳を元に戻して、まるで罪人のように、犯罪者のように逮捕され連れて行かれるようになりました。おかしくないでしょうか。聖書は私たちに今、何が言いたいのでしょうか。おかしいでしょう。理解できないでしょう。ありえないでしょう。理由は一つです。イエス様がそのキリストなのです。イエス様こそそのキリストなのだから。神様は今、そのようなことを私たちにおっしゃっています。

皆さん、質問してください。イエス様がなぜそうしたのだろう。今の私たちも同じです。なぜクリスチャンなのにこんなにうまくいかないのか。クリスチャンなのに、なぜこんなに辛いことがあるのか。いろいろ疑問があるかもしれません。理由は一つしかありません。イエスがキリストだという告白に命をかけることのためです。イエス様がキリストであるがゆえに、どんな理由があっても避けられない道です。理由がありません。この道を避ける理由が存在しません。父が私に与えられた杯、贖いの死を私が避けることができるか。そうすると、地球はどうなるのか。あなたがたはどうなるのか。今の私たちはどうなってしまうのか。地獄へ行くのではないのか。悪魔の好都合ではないのか。罪を抱えているまま勘違いして人生を歩き、地獄へ落ちるしかないのではないか。そうするわけにはいきません。父なる神様はそれを望まれる方ではありません。あなたがたがこの地獄の運命から、悪魔の手から解放され罪が許されて、新しく生まれ変わることを望んでいて、神の子どもになること、ハッピーな人、天国の民になることを神様は望んでおられるので避けられない、神の意志に逆らうことはできない。神様はそのことのために何千年に渡って歴史を引っぱって来て、やっと今その時が来たのです。私がキリストなのだから避けられない。イエス様がキリストであるということは奇跡を通しても現しています。メッセージを語ることによっても、パリサイ人と律法学者からは聞けない権威ある神様の口から出るしかない言葉であるということで、イエス様はやはりキリストだという証拠を見ることができます。
しかし、もう一つあります。イエス様は父から与えられた苦難の道、贖いの死の道、その杯を避けないでその道を歩いていくという姿を通して、やはり、イエス様はそのキリストだったのだねと確認できるものです。イエス様がなぜ、そのような行動をとられたのでしょうか。もっと格好良く、天の軍勢を動員し、まるでヒゼキヤ王が敵の軍隊を一晩で天使１人が来て18万5千人が一晩で全部死体に変えたようにひとりが来てもそういうことができます。12軍団の天の軍勢というものはものすごいお話です。それでここにイエス様を逮捕するために来られた何人かの人以外にエルサレム全体、ローマの兵隊全部を殺すことができるでしょう。イエス様にはそのような力があります。しかし、それをしません。できません。なぜでしょうか。イエス様はキリストだからです。私たち罪びと、滅びるしかない自分のために贖いの血を流されないといけないキリストなので避けられません。その道しかないから。人間的な意味ではイエス様ご自身も、できればこの杯をパスしてくださいとおっしゃるほどの苦しみなのです。私たちの想像をはるかに超えた道です。しかし、その道しかありません。キリストが歩くべき道です。だから、避けられませんでした。なぜでしょうか。イエス様はキリストだったからです。皆さんが信じているイエス様が、本当にキリストだということが確認できていらっしゃるのでしょうか。そうならば、イエス様が本当にそのキリストで間違いなければこのような結論を得るようになります。だれでもこのイエスを信じるものは人生すべての問題が終わり、過去の人生が終わり、新しく生まれ変わるようになり、神様と出会っていのちが与えられ、しかもだれも奪い取ることができない永遠のいのちを所有する主人公になります。間違いありません。なぜでしょうか。私たちの目にはイエス様は私たちと同じ人間の姿に見えるかもしれません。しかし、イエス様は皆さんの人生の問題を解決するために来られたキリストです。ただのキリストではありません。皆さんが変わるために、皆さんが助かるために、私たちが救われることのために贖いの死、身代わりとして血を流されて死なれたキリストです。だから、疑わないようにしてください、迷わないようにしてください。他には道がありません。他には幸せになる道がありません。イエスがキリストなのでイエスを信じるものは永遠のいのちの主人公になります。間違いなくだれでも。
それから、キリスト、イエスを信じることが邪魔される理由などは存在しません。絶対的です。だから、避けられませんでした。最後にイエス様がおっしゃった言葉を心に留めてください。父が私に与えた杯をどうして飲まずにいられよう。避けられなかった。何のためでしょうか。自分のため、皆さんのためです。だから、この逮捕され贖いの死の道を歩かれたことが、今皆さんに引いているということを忘れないでいただきたいと思います。誰でもイエス様を信じるものは永遠のいのちを持つようになります。そうならば、今週1週間もじっくりと吟味して考えてみましょう。自分の人生の中で人生を通してキリスト、キリストの贖いの死が絶対に必要なものだということを確認して告白する1週間であってほしいです。イエス様を信じるということは、信じても信じなくてもよいといった理由ではありません。信じればよいから、信じないよりはいいから信じるわけではありません。絶対的な理由です。信じなくてもよい理由は存在しません。避けられません。キリストの贖い、それが絶対的です。イエス様は避けられませんでした。そのように、皆さんの理由にならなければなりません。キリストとキリストの贖いが、皆さん自分自身になくてはいけない、絶対に必要な道でしょうか、それを問いかけつつ、確認してください、そうでないから、皆、曖昧になっていて、何かあれば「まあ、いいか」とふらふらしてもったいないことにやられてしまうのです。イエスを信じて、「もう何があってもここから私は目を離しません。一歩もここから出ません」という覚悟でキリストを握っていれば、「私は本当に幸いな者だ。私は変わっている」という確証を持って、そこからスタートするはずなのに、皆ここが曖昧です。飲まずにいられようかとおっしゃった言葉を胸に秘めて、自分の内側に自分の人生を持ってキリストが何が何でも絶対に必要なのだという理由をはっきりと吟味するようにしてください。もしその他にキリストに向かうことができないようにするような理由などが発見できたら、全部切り落として消してください。そのようなことは元々、存在しません。キリストが絶対に私には必要です。他に理由がありません。そして、イエス様がそのキリストであることを告白してください。イエス様こそがそのキリストなのだと。
そうすると、自分はそのイエス様を信じているので、今の現実の状況、自分の人間的なありさまや皆さんの過去のいろいろなあり方などと一切関係なく、そのすべてが終わって新しく生まれ変わり永遠のいのちを所有している別の存在に生まれ変わったということに確信を持ってください。理由は、皆さんが信じて受け入れましたイエス様がキリストだからです。自分自身に対して、そのような確認をするようにしてください。それと同時に、それが何を意味するかというと、その永遠のいのちを持って新しく生まれ変わる以前の、つまり、イエス・キリストを信じる以前の自分に対してのセルフイメージがあります。自画像と言うものですが、それとはさようならしてください。それとは別れてください。時々、皆さんを訪問してくると思います。人によってはしょっちゅう、訪問する人がいるし、たまに訪問する人がいますが、そのようなときにドアを開けないで門前払いをするようにしてください。なぜでしょうか。皆さんは神の子どもなのです。皆さんは過去や以前の自画像などによって振り回されるような存在ではありません。それはもう十字架とともに死にました。新しく生まれ変わったという意識を強く持ってください。そのような痕跡が残っていても、それにだまされないでください。それにもかかわらず、私は全く新しいものに変えられたのだ。人種がもう違うという強い意識を持っていてください。理由はイエスがそのように人を変えてしまうキリストだからです。理由はそれだけです。イエスはキリストであるがゆえに、そのイエスを信じただけなのに、以前の自分は死んで新しく生まれ変わりました。だから、以前の様々な習慣や弱さや弱みが現れてきても、それに振り回されないで「もう終わったことなのだ。だから、イエス・キリストを握っているのだ。私は尊いものだ。私は全く新しく生まれ変わった。何も気にしなくていい。これから、神様が備えていらっしゃる祝福だけにこだわればよい。これからの人生は希望にあふれ、祝福ばかりの人生だ。祝福が存分に用意されている人生だ」という強い意識を持ってください。それが皆さんの意識の中に浸透していくようにしてください。理由はイエスがキリストだからです。それだけです。

今日も私たちは本物の本当のキリストだということを、この杯を飲まずにいられようかというイエス様の行為、態度を通して確認しました。それが皆さんのためであったのです。イエス様はなぜあんな馬鹿なようなことをしたのか。なぜそうしなくても、危険な時はわらにでもすがり、あるいは武器があればそれを何でも使うでしょう。あるいは、誰かがいれば「助けてちょうだい」と叫ぶというのが普通ではないでしょうか。それなのに、十分避けられるような条件は全部そろえていらっしゃるにもかかわらず、なぜアホみたいに逮捕されて行くのか。アホかよ。馬鹿かよと見ないといけません。それが皆さんのためなのです。自分のためです。皆さんが抱えている問題がそれでないと解決の道がないから、それしか道がなかったので、それをもう一度覚えてそのイエス・キリストを信じる自分がどれほど新しく変えられて、どれほどすべての問題から解放されて、新しい存在であり祝福の存在なのかということを心から喜んで楽しんで味わっていただきたいと願います。お互いにいろいろなことが見えてくるでしょうが、それが見えないほど大事な貴重な部分が見えてくるようにしてください。皆さんは祝福の存在です。これからも祝福しかありません。意識の中に強く持って刻み込んでいただきたいと願います。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。イエス様が耳を切り落としてイエス様を守ろうとしていたペテロを叱りつつ剣を収め、私が父の杯を飲まずにいられようかと、馬鹿みたいに何も使わずに逮捕されて行きましたことを通して、イエス様こそ本物のキリストであることを確認しました。それであるがゆえに、私たちイエス・キリストを信じるものがすべての問題から解放されて、まったく新しい祝福の者に変えられているという確信を持つことができるように、自分自身、自分の存在を見る目が変わるようにひとりひとりを祝福してください。意識の中に、それを強く意識することができるようにどうか助けてください。邪魔する、だましているすべての暗闇の力がイエス・キリストの御名によって縛り上げられるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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